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陸棲ラン藻 Nostocsp. HK-01の閉鎖生態系における有用性
Utilization of a terrestrial cyanobacterium,Nostocsp. HK-01, in closed bio-ecosystems
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将来、火星をはじめとする地球外の環境で長期有人宇宙活動を行うために、人工的に作出する閉鎖生態系の設計が必
要となる。閉鎖生態系の設計を試みるとき、安定した食資源の確保は極めて重要な課題のひとつである。我々は、世界
各地で伝統的に食資源として利用されているラン藻の食資源利用を提案し、研究を行っている。ラン藻は栄養的価値お
よび生理機能性を備えていることが明らかにされていることから、生物種数が限られる閉鎖生態系において食資源とし
て期待できる。
宇宙環境で導入・利用される生物は、過酷な環境に曝される可能性が想定されることから、ラン藻のなかでも環境耐

性に優れた種が適していると考えている。陸棲ラン藻Nostocsp. HK-01は、光合成能、窒素固定能を具備することから、
窒素源、炭素源を含まない火星模擬レゴリス上で 140日間増殖が確認されている。さらに、乾燥、真空、熱、紫外線、γ
線および重粒子線 (He)に対する高い宇宙環境耐性が既に証明されていることから、導入生物として高く期待できるが、
食資源としての検討はまだなされていない。
　我々は、有人宇宙活動における陸棲ラン藻Nostocsp. HK-01の食資源としての有用性を検証した。火星模擬レゴリ

ス上で 8年間長期保存したNostocsp. HK-01が生活活性を失わず生存していることを、FDA（Fluorescein diacetate）蛍
光染色法を用いた顕微鏡観察により確認した。Nostocsp. HK-01が他の陸棲ラン藻 5種と比べて高い増殖能を具備して
いることを、液体および寒天培地培養後の、体積および面積測定により明らかにした。Nostocsp. HK-01藻体の含むエ
ネルギーを、たんぱく質量および糖量を元素分析およびフェノール硫酸法を用いて定量することにより明らかにした。
　これら陸棲ラン藻Nostocsp. HK-01の食資源としての有用性について報告し、有人宇宙活動にラン藻を導入するこ

とで生産・活用できるエネルギーについて考察する。本株の、閉鎖生態系における食資源としてのリサイクルのための
技術についても議論したい。
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